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1, 研究背景 

 地方公共団体が管理する道路橋では修繕未着手の

ものが多い。その原因として、現在の補修工事は高い

技術と多くのコストがかかることが考えられる。 

 そこで本研究では、簡易補修工法を施した供試体

を作製し、長期耐久性を確認することを目的とした。 

 

2．研究概要 

2.1 供試体概要 

 簡易補修工法を施した模擬ひび割れ供試体を用い

て、促進劣化試験を行った。供試体の大きさは図 1に

示すように、100mm×100mm×400mmの角柱であり、断

面の中心に D16 の丸鋼を配置した。表 1 にコンクリ

ート配合を示す。一般的な RC構造を想定して水セメ

ント比は 50%とした。中性化や ASR による劣化を想

定して鋼材に沿った方向に模擬ひび割れを導入した。

ひび割れ幅は、0.1mm、0.3mm、1.0mmの計 3水準とし

た。簡易補修材によって模擬ひび割れを補修し、その

効果を促進劣化試験で確認することとした。使用し

た補修材は、超速硬セメント系補修材（超速硬）、ケ

イ酸塩系表面含浸剤（含浸）、水酸化カルシウムスプ

レー（スプレー）、有機系ひび割れ注入剤（有機系）、

樹脂系充填剤（樹脂）の 5 種類である。これらに加

えて、補修材を施工していない供試体も使用した。表

2に示すように、補修材の種類とひび割れ幅を組み合

わせて、14種類の供試体を 2体ずつ作製した。 

2.2 促進劣化試験概要 

 促進劣化は温度制御と乾湿の繰り返しにより行っ

た。本研究では、非塩害地域を想定としているため湿

潤環境において真水を使用した。乾湿繰り返しサイ

クルは、4日間乾燥、3日間湿潤を 1サイクルとした。

温度、湿度を含む詳細な条件を表 3、4に示す。環境

条件は、2 パターンとして各水準の供試体を 1 体ず

つ各パターンで試験した。なお、乾湿の条件は自然電

位の推移を見ながら数回変更を行った。 

補修材による耐久性の向上効果を評価するため、

自然電位を計測した。自然電位の計測は、湿潤環境か

ら乾燥環境に移行する際に行った。模擬ひび割れ部

の両端と中央の計 3 か所で自然電位を計測し、その

平均値を求めた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 2 供試体一覧 

表 1 コンクリート配合表 

図 1 供試体概要図 

No. 補修材 ひび割れ幅(mm)

FS-01 0.1

FS-03 0.3

FS-10 1.0

G-01 0.1

 G-03 0.3

G-10 1.0

FG-01 0.1

FG-03 0.3

FG-10 1.0

N-01 0.1

N-03 0.3

N-10 1.0

Y-03 有機系 0.3

J-03 樹脂 0.3

超速硬＋スプレー

含浸

超速硬＋含浸

なし

W C S G

50 49 167.7 335.4 844 901 0.8

w/c s/a(%) SP(g)
単位量(kg/     )  

400

100

100300

50

50

鉄筋
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単位[mm]
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3. 実験結果 

 61 サイクル目までの自然電位の推移を図 2 及び図

3に示す。サイクル数が進んでも腐食傾向が顕著に確

認できなかったために、乾燥条件と湿潤条件の両方

で何回か条件の調整を行ったものの、腐食が顕著に

促進する条件を見出すまでには至らなかった。 

61 サイクル目の自然電位のバラつきを図 4に示す。

それぞれの図中の黒線は、腐食判定基準線（-200mV以

上：90%の確率で腐食なし、-350mV 以下：90%以上の

確率で腐食あり）である。 

パターン 1、2のどちらの場合においても G-03（含

浸のひび割れ幅 0.3mm）が最も腐食していると判断で

きる。その他の簡易補修材と補修材を施工していな

い供試体においては、自然電位の値に大きな差異は

確認できなかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.結論 

 今回の実験では、補修材を施工していない供試体

であっても促進劣化試験による腐食が進行しなかっ

た。このことから、非塩害環境において十分なかぶり

が確保できていればひび割れ幅が比較的大きくとも

劣化の進行が進みにくいと考えられる。一方で簡易

補修材の耐久性への効果も確認できなかったことか

らさらに長期の挙動を確認する必要がある。また、早

期劣化が生じる条件を今後確認する必要がある。 
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乾燥条件

26～28サイクル 湿潤条件
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表 3 パターン 1の乾湿条件と実施期間 

1～25サイクル 湿潤条件

乾燥条件

26～28サイクル 湿潤条件

乾燥条件

29～32サイクル 湿潤条件

乾燥条件

33～43サイクル 湿潤条件

乾燥条件

44サイクル～ 湿潤条件

乾燥条件

温度70℃

温度10～15℃ , 湿度60％

温度30～40℃

温度10～15℃ , 湿度60％

常温

温度10～15℃ , 湿度60％

温度30～40℃

温度10～15℃ , 湿度60％

温度30～40℃

自然乾燥

表 4 パターン 2の乾湿条件と実施期間 

図 2 自然電位の推移（パターン１） 

図 3 自然電位の推移（パターン 2） 

図 4 供試体別の自然電位のバラつき 
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